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「未来志向の課題解決手法を学ぶ」 

～ワークショップ 2030SDGs から～ 

■趣旨： 

芽室町議会は、議会基本条例の理念に則り多様な活性化ツール整備と体制確立等、継続的

な議会改革を進めてきているが、今後、議会活動が真に住民福祉の向上につながるために

は、より実のある改革・活性化の推進が不可欠である。 

また今年度、町は今後８年間のまちづくりの最上位計画である「第５期総合計画」をスタ

ートしたところであり、その目標実現のため、未来のまちの「あるべき姿」を明確に意識し

つつ、ときには大きな変化を生み出しながら現状の課題を解決していく必要があることか

ら、総合計画目標実現に向け、「あるべき姿から解決策へと導く」課題解決手法と思考プロ

セスについて、体験を通じて学ぶ機会とする。 

 

■日程・会場 

○日程：令和２年３月２０日（金・祝）１４時～１７時 

○会場：中央公民館２Ｆ講堂 

 

■構成： 

①開会の挨拶     (5分)  ～早苗 議長 

②「未来志向の課題解決手法を学ぶ ～ワークショップ2030SDGsから～」（160分） 

ファシリテーター：一般社団法人 イマココラボ 森本 菜都美 氏 

⑴ 趣旨・手法説明      ・・・10分 

⑵ カードゲーム（SDGs2030）     ・・・90分 

⑶  振り返りと講義      ・・・60分 

④閉会の挨拶     (5分)  ～常通副 議長 

 

 

■参加者：参加者先着４０人以内・町民限定（町内への通勤等含む） 

○芽室町議会議員１６人 

○町民（町内活動団体・議会モニター（経験者含む）・議会改革諮問会議委員他） 

 周知方法：議会だより（３月号）、上記モニター等には個別通知、他報道等 

 申し込み期限：３月１６日（月） 

 

R1 年度 芽室町議会ミニフォーラム（公開議員研修会） 

 

その他資料１ 

Ｒ元年度 第１３回全員協議会資料（2/20 開催）  
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■中止の判断 

①講師等が来られない 

a.数日前から講師が来られないことが判明している場合 

○代役派遣できないか交渉 

⇒代役も無理な場合 

☞当日は中止（再日程とするかは後日検討） 

b.当日（前日）になって講師が来れないことが判明した場合。 

○中止 

②天候による影響ほか（講師が来ている） 

○基本的には実施 

○災害時は中止－前日の夜に天候予測を判断（正副） 

 

■当日の準備事項 

○プロジェクター、 

○スクリーン・マイク・スピーカー・ホワイトボード（マグネット可能タイプ）・ 

マーカー・マグネット（緑・青・黄 各複数） 

○机・テーブル・椅子（会場設置あり）、 

 

■予算 

○244,000円（ファシリテーター登壇料150,000円＋受講料1,000円/人＋消費税 

＋交通費35,000円） 

 

■当日の役割分担 

○会場準備・受付：議運委員、事務局 

○進行アシスタント（１人）：事務局 
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（参考） 

■「ＳＤＧｓ」とは 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称。（発音はエス・ディー・ジーズ） 

17 の大きな目標と、それらを達成するための具体的な 169 のターゲットで構成。 

SDGs は 2015 年 9 月の国連サミットで採択され、国連加盟 193 か国が 2016 年から 2030 年の 15年

間で達成するために掲げた目標。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国内では、SDGs に関して政府主導で取り組みがある。 

 →SDGs アクションプラン 2019（内閣府 2019 年発表）。 
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■「フォアキャスティング」と「バックキャスティング」 

「フォアキャスティング」：現状からどんな改善ができるかを考えて、改善策をつみあげていく

ような考え方。現状を考えた改善的なアプローチ。 

（例）現在持っている資源から考えて適度なチャレンジを設定するのはフォアキャスティング。 

 

「バックキャスティング」：未来の姿から逆算して現在の施策を考える発想。創造的破壊を生み

だすアプローチ。 

（例）どうしても必要な目標を設定し、やり方を後からなんとかして考える、というのがバッ

クキャスティング。 

 

○この 2つの考え方はどちらが優れているという性質のものではなく、本来はケースバイケー

ス、相互補完的なもの。 

○SDGs 自体はバックキャスティングの発想で作られている。「具体的なやり方はわからないけ

ど、とにかく私たちの世界は 2030 年にはこういう状態になっている必要があるのだ」と、相

当にチャレンジングな目標として設定されている。 

→通常の組織で SDGs を実行に移そうとしたときに、実現可能性に疑問符がつく。 

 → 組織内で SDGs 的な施策を形にしていこうと思うならば、組織内での平均的理解度の向

上だけでは不十分。 

→ 同時に創造的破壊を起こすような、リーダーシップやイノベーションといった動きを

加速させる仕組みも必要。 

（出典：イマココラボから URL：https://imacocollabo.or.jp/blog/backcasting/） 

 


